
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

1 住居計画 ○ ○

2 日本住居史 ○ ○

3 西洋住居史 ○ ○

4 住居構造 ○ ○

5 バリアフリーデザイン論 ○ ○

6 空間デザイン概論 ○ ○

7 住居環境 ○ ○

8 住環境計画 ○ ○

9 生活環境安全論 ○ ○

10 建築計画 ○ ○

11 設計製図Ⅰ ○ ○ ○ ○

12 設計製図Ⅱ ○ ○ ○ ○

13 住生活学 ○ ○

14 建築設計スタジオⅠ ○ ○ ○ ○

15 コンピュータデザインⅠ ○

16 建築構造 ○ ○

17 構造力学Ⅰ ○

18 建築設備Ⅰ ○ ○

19 建築専門英語 ○ ○

20 建築設計スタジオⅡ ○ ○ ○ ○

21 建築構法 ○ ○

22 構造力学Ⅱ ○

23 建築環境工学 ○ ○

24 建築材料 ○ ○

25 建築施工 ○ ○

26 建築法規 ○ ○

27 形とデザインⅠ ○ ○ ○

28 形とデザインⅡ ○ ○ ○

29 力と形 ○ ○ ○

30 日本建築史 ○ ○

31 インテリアデザイン ○ ○

32 コンピュータデザインⅡ ○

33 住居・建築管理 ○ ○

34 住宅政策 ○ ○

35 福祉環境論 ○ ○

36 西洋建築史 ○ ○

37 インテリアデザイン演習 ○ ○ ○

38 建築設計スタジオⅢ ○ ○ ○ ○

39 住宅・建築経済 ○ ○

40 都市計画 ○ ○

41 建築設備Ⅱ ○ ○

42 ランドスケープデザイン ○ ○

番
号

建築デザイン学科カリキュラムマップ

建築デザイン学科では、住居学および建築学の視点から住居から都市までの生活環境を総合的に理解し、住生活を包含する豊かな環境をデザインできる専門性の高い
人材の養成を目的とする。具体的には国内外の生活環境を歴史、地域、芸術、技術、持続可能性、その他社会課題などの側面から論理的に理解することができ、その知
見に基づいて豊かな生活環境を創造性と表現力を持ってデザインすることができる人材を育成する。そのため、以下の能力習得を学位授与の方針とする。

DP1　住居、建築、地域、都市に関する専門知識を有し、広い視野、グローバルな視点から適切な生活環境を理解し、考察することができる。【大学DP1・DP3・DP4】

DP２　住居、建築、地域、都市を論理的に分析し、デザインするために必要な技能を持ち、多様な人の立場から生活環境に関わる課題を理解し、その課題解決に向けた
豊かな生活環境を創造性を持ってデザインすることができる。【大学DP1・DP2・DP3】

DP3　自然科学・情報処理技術の知識や方法も用いながら、学修、研究、設計を行うことができ、その成果や提案を論理的に説明・発表し、討論することができる。【大学
DP2・DP3】

DP4　自立的、継続的、計画的に、かつ協調性を持って学習や課題作業を遂行することができる。【大学DP3・DP5】
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43 地域施設計画論 ○ ○

44 福祉環境演習 ○ ○ ○ ○

45 構造デザイン演習 ○ ○ ○

46 建築設計スタジオⅣ ○ ○ ○

47 都市デザイン演習 ○ ○ ○ ○

48 建築と社会 ○ ○ ○

49 建築保存再生論 ○ ○

50 都市史演習 ○ ○ ○

51 環境・設備演習 ○ ○

52 絵画デッサン ○ ○

53 建築数学物理基礎 ○

54 建築総合演習 ○ ○ ○ ○

55 コンピュータデザインⅢ ○

56 リサーチデザイン ○ ○

57 生活プロダクトデザイン ○ ○ ○

58 建築設計スタジオⅤ ○ ○ ○

59  フィールドスタディ（農業・農村） ○ ○ ○

60 消費生活論Ⅰ ○

61 まちづくり基礎演習 ○ ○ ○ ○

62 異分野連携実践演習 ○ ○ ○

63 建築住居学演習Ⅰ ○ ○ ○ ○

64 建築住居学演習Ⅱ ○ ○ ○ ○

65 建築住居学演習Ⅲ ○ ○ ○ ○

66 卒業論文・卒業制作 ○ ○ ○ ○
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